
山上の説教から特徴ある箇所や、幼い心に刻んでおきたい箇所を取り上げています。イエ
スさまの教え自体が語っている律法との関連も踏まえましょう。さらに聖書の教えは自分
で守るのでなく、その実践についてもイエスさまが導いていてくださることを確認します。

7日
14日
21日
28日

5日
12日
19日
26日

2日
9日

16日
23日
30日

詩編1：1～6
マタイ5：1～3
マタイ5：11～12
マタイ5：13～16
マタイ5：17～20
マタイ5：43～48
使徒2：1～11（聖霊降臨日）
ヤコブ4：11～12（三位一体主日）
マタイ6：8後半～15
マタイ6：25～34
マタイ7：7～12
マタイ7：24～29
出エジプト記31：12～18

大いに喜びなさい

律法の最終形態

教えを生きる

４月

５月

６月

いかに幸いな人

マタイが語る教え

ルカが伝える信仰

福音書以外の主イエス

共観福音書の中から、マタイの語り口が特有の箇所をピックアップしました。教会の事
情が反映されている箇所も多くあります。生活の座も考慮しつつ、わたしたち現代の信
仰者が聞き従う言葉として福音書を語り継いでいきます。

7日
14日
21日
28日

4日
11日
18日
25日

1日
8日

15日
22日
29日

マタイ13：44～46
マタイ18：10～14
マタイ18：21～35
マタイ21：28～32
マタイ16：15～19
マタイ18：19～20
マタイ24：45～51
マタイ25：31～46
マタイ10：28～31
マタイ16：2～3
マタイ7：13～14
マタイ23：37～39
マタイ22：1～10

 ７月

８月

９月

たとえ話

はっきり言っておく

あなたに向けられた言葉

ルカの記述を集めました。題材は他の福音書と共通するものもありますが、ルカ独自
の視点や切り口があります。単に有名というだけでなく、信仰の神髄を語っている箇
所も多くあります。本質を薄めることなく、子どもに本物の信仰を伝えましょう。

6日
13日
20日
27日

3日
10日
17日
24日

1日

8日
15日
22日
29日

ルカ2：41～52
ルカ5：1～11
ルカ7：36～50
ルカ10：38～42
ルカ10：25～37
ルカ15：11～32
ルカ19：1～10
マタイ9：35～38
マタイ24：36～44（イザヤ書2：1～5）
（待降節に入る）
マタイ13：53～58（イザヤ書59：12～20）
マタイ11：2～19（士師記13：2～14）
マタイ1：18～23（イザヤ書7：10～14）
マタイ2：1～12

10月

11月

12月

ここだけの話

エッセンシャルな福音

アドベントとクリスマス

ルカと同じ著者の使徒言行録には多くの説教があり、イエスさまをわたしたちに出会
わせてくれます。直接的に生涯を宣べる福音書以外にも、イエスさまの言動は記録さ
れています。聖書各所から、生き生きとしたイエスさまの姿を描き出します。

※聖霊降臨日、待降節および降誕節第1主日、四旬節の聖書箇所は、該当する年の『日毎の糧』に準拠しています。

5日
12日
19日
26日

2日
9日

16日
23日

2日
9日

16日
23日
30日

使徒2：22～24
使徒3：18～21
使徒8：26～38
使徒20：35
詩編50：1～3
使徒9：3～5
使徒26：16～18
Ⅰテサロニケ4：13～18
フィリピ2：1～11
マタイ4：1～11
マタイ12：22～32
マタイ16：13～28
マタイ17：1～13

説教の中の生きたイエスさま

多角的な証言

レント

切り取り

1月

2月

3月

教会行事

2024年度テーマ　わたしはこの目であなたの救いを見た

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

宣教の始まり

教えと奇跡

　　

祝福

弟子たちの手紙から

いかに幸いな人

マタイが語る教え

ルカが伝える信仰

福音書以外の主イエス

来て、見なさい

 

真実の証し

わたしはあなたと
　共にいる

ヨハネ文書から

時は満ちた

神の国は近づいた

福音を信じなさい

御子の権威

神の力を今に伝える

信じた者の生き方

驚き

喜び

アドベントとクリスマス

語り継がれる信仰

教会の交わりの中で

レントとイースター

大いに喜びなさい

律法の最終形態

教えを生きる

たとえ話

はっきり言っておく

あなたに向けられた言葉

ここだけの話

エッセンシャルな福音

アドベントとクリスマス

説教の中の生きたイエスさま

多角的な証言

レント

レントとイースター

大切なものはここにある

命の源

しるし

生きた水の流れ

エゴー・エイミー（わたしはある）

平和をもたらす約束

新しい風を受けて生きる

アドベントとクリスマス

永遠の命

マラナ・タ（主よ、来てください）

レント

2023年度　〈神の国は近づいた〉 2024年度〈わたしはこの目であなたの救いを見た〉 2025年度〈その独り子をお与えになったほどに〉

労働聖日（働く人の日）
母の日
アジア・エキュメニカル週間
子どもの日（花の日）
日本基督教団創立記念日
平和聖日
世界聖餐日、世界宣教の日
神学校日
伝道献身者奨励日
信徒伝道週間
教育週間
宗教改革記念日
聖徒の日（永眠者記念日）
障害者週間
収穫感謝日
謝恩日
社会事業奨励日
元旦礼拝
信教の自由を守る日
世界祈祷日

4月28日（日）
5月12日（日）
5月12日（日）～5月18日（土）
6月9日（日）
6月24日（月）
8月4日（日）
10月6日（日）
10月13日（日）
10月13日（日）
10月20日（日）～10月26日（土）
10月20日（日）～10月27日（日）
10月31日（木）
11月3日（日）
11月10日（日）～11月16日（土）
11月24日（日）
11月24日（日）
12月1日（日）
2025年1月1日（水）
2025年2月11日（火）
2025年3月7日（金）

日本基督教団教育委員会

2024年度 教会教育プログラム・カレンダー
　　 （ネヘミヤ８：１０）

　聖書テキスト一覧 教会教育の目標
主の招く声に応えるわたしたちが、礼拝でキリストの恵み、父なる神の愛、聖

霊の交わりによって強められますように。どんな時にも、主を喜び祝うことで

力を与えられ、神の国の子どもとして新しい命に生きる者となりますように。

 しゅ　      まね　     こえ　     こた　                                                        れい はい　                                      めぐ            ちち　　         かみ　     あい　  せい 

 れい　     まじ　                                      つよ　                                                                             とき　                しゅ　    よろこ    　いわ    

ちから　   あた　                      かみ     　くに　       こ　                               あたら           いのち        い　             もの

　　　　　　　　　　　　　　　　  

教会暦
昇天日
聖霊降臨日（ペンテコステ）
三位一体主日
待降節（降臨節・アドベント）
降誕日（クリスマス）
公現日（栄光祭）
灰の水曜日
四旬節（受難節・レント）            

5月9日（木）
5月19日（日）
5月26日（日）
12月1日（日）～12月24日（火）
12月25日（水）
2025年1月6日（月）
2025年3月5日（水）
2025年3月5日（水）～4月19日（土）

教会教育プログラム　２０23～２０25年度 （３年間）  プログラム・テーマ一覧

主を喜び祝うことこそ、あなたたちの力の源である主を喜び祝うことこそ、あなたたちの力の源である
しゅ　　　　  よろこ　        　いわ　　                                                                                                                 ちから　　      みなもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ネヘミヤ記８：１０）


